アフリカ ニ オケル ノウギョウ フキュウ キョウイク カッセイ カ ノ ドウコウ ガーナ エチオピア ニ オケル SAFE プログラム オ チュウシン ト シテ by 稲泉 博己 & Hiroki Inaizumi
アフリカにおける農業普及教育活性化の動向
ガナエチオピアにおける SAFEプログラムを中心として
稲 泉 博 己*
平成 +1年 /月 +,日受付平成 +1年 1月 ,*日受理
要約 : アフリカ諸国の農業発展に農業普及事業が大きな鍵を握ると期待され続けて久しいが 実際には多く
の陥穽にあえいでいる この状況に風穴を開けるべく積極的に展開されている現職普及員のための能力向上
教育訓練 SAFE : Sasakawa Africa Fund for Extension Education プログラムがある 本稿ではガナ
とエチオピアの現地調査を元に SAFEプログラムの現状と卒業生の効果感を取り上げ このプログラムの
成果と課題について検討した
その結果 SAFEプログラムは 同国の農業を取り巻く深刻な環境劣化や厳しい財政状況の中にあって 綿
密な計画の下に実施される実習など独自の教育方法を通じ 現場において農民農業普及員の双方に 気付
き を中心とした積極的な態度を植付ける一方 連邦州の各組織において 実践的な農業普及員が集団と
して政策等に影響を及ぼす基礎を築きつつあると見られた こうした点で SAFEプログラムはアフリカ農
業活性化の可能性を開くものとして 今後の動向に注目すべきであろう
キワド : アフリカ エチオピア ガナ SAFEプログラム 農業普及教育






T & V Training and Visit 方式による農業普及をその
中核に据えてきた+ 具体的にアフリカにおける T & V
は +32,年のケニア 2.年のコトジボアルのパイロッ
トプロジェクトを皮切りに 2* 3*年代を通じて -*数カ
国へ展開された +*年経過した +33-年 +月アクラ ガ
ナ とアビジャン コトジボアル において アフリ
カにおける T & Vの機能強化のためのワクショップが









ところがこの +33-年の会議でアフリカにおける T & V
が 改良 を容認したことにより 変質したとみられる
例えば 原則としてあげられていた普及員一人当り対象農





逼迫状況から 月例技術研修会 MTRM : Monthly Tech-
nology Review Meetingを隔月にするなど T & Vの最
も重要な基本を無視した動きが進行してしまい 結果とし




農民現場学校 FFS : Farmer Field School という形式
の普及方法を展開している これは元	統合型病害防除
IPM : Integrated Pest Management と結びついたもの
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体的な 近代化 を図ろうとしたが成果が上らず 2*3*














財団の共同プログラム SG,*** 	Sasakawa-Global ,***
では +320年ガナ スダン ザンビアを皮切りに ア







いない技術を取り上げ 比較的大きな農家圃場 	+*/* a
における実証展示を中心とした普及方法を展開している
またこれまでに提供してきた技術としては 不耕起栽培
法 高タンパクメイズ品種 農産加工法 施肥設計と肥
培管理 貯蔵と収穫後技術などであるが これらを導入し
た農家は既に収量が倍増し 各国農業普及システムに大き




























として 上記 SG,***の普及方法 ガナにおける普及
員 	再 訓練 教育 	SAFE : Sasakawa Africa Fund for
Extension Education ; 普及教育のための笹川アフリカ基
















































に T & Vや FSSなどを通じて農業普及を遂行する ある
いはより大きな農業開発を促す核となる存在の中堅農業普















教育内容として SEP Supervised Enterprise Project/
Practice ; 監督の下での実務研修 の存在がある 表 ,参
照 これはキャンパス内での学習の後 農業普及現場に
帰って理論と実際のギャップを埋めるべく 在学中に長期
の実習を行うものである 提唱者の KOLB+2 BAWDEN+/ら
によれば SEP実施上の .原則とは  学びの経験 の
提供 職務と密接なつながり 農業現場の経験に立
脚 監督指導を受けること すなわち大学正規科目と
































まっている 表 -参照さらに ,**,年 +,月第 +週にこれ
ら卒業生 .期生までを一同に集め第 +回の同窓会を開
催し フォロアップにも力を入れ始めた
表 + SAFEプログラムの実績 +33-,**.現在
アフリカにおける農業普及教育活性化の動向 55
 カリキュラム改正





いる 当地では -年間の教育実績をもとに SAFE科目の
有効性について 卒業生全員 各当事者代表 その他関係
者にアンケトを送付また適宜インタビュを行い カ
リキュラム改正を行った 具体的な例として 作物保護
家畜衛生 の ,科目を削除し 土壌作物栄養 を 土
壌学入門 に縮小改編を行なった 一方新たに 経済学入
門 農業統計 農業金融 マケティング の導入
など経営経済面の強化の様子がうかがわれる また 農
村組織 社会心理及びグルプダイナミクスを改編し
















teaching package を作成した そこには 講義時に用
いる OHPシト等の教材教具及び資料なども含まれて
いる






































,**,年 +,月 +*日から ,*日まで
d 調査結果 + : 卒業生の SAFE参加までの経緯と SA-
FEに対する効果感


































いる つまり Jumbo	 の有効性に 
気付いた というこ
とであり 換言すれば SAFEのはたらきかけによって 農
民自身が地域の在来素材の再発見あるいは意識化を達成し
たとみることができる
B氏 第 ,期卒業生 NGO私立農業技術訓練大学校農
業環境部農業普及主任
B氏は ドイツの NGO Menschen fur Menschen	 の
設立した訓練大学校の 農業普及部訓練助手として /年間
過ごした後 SAFEに参加した
















































































穫期には +** kg, // Birr エチオピア現地通貨ブル
,**.年 +月現在 +ブル約 +-円 だったものが 3月に
は +.*Birrまで高騰し 農家収入も倍増するなど大成功を
収めた



















この経験を生かし ,年次の学外 SEP準備段階から 農


















は ,**,年 ,月の卒業以降も 定期的に接触して確認して
いるところである














の -0から 03とほぼ倍増したこともわかる しかし同
時に 職階の上昇に伴い直接の普及現場から離れてしまっ
た様子も覗えるので この点は注意すべきであろう














ガナ UCCのスタッフは以下 ,つの効果を強調した ;
a 現場との密接なつながり
先述した通りかつてナイジェリアの大学教授は T & V
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などというものであり 何れにせよこの SEP, SAFEプ




























































































































































本研究のためのガナ調査 ,***年 +,月 は 平成 +,
年度大学院高度化推進事業 東京農業大学大学院農学研究
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Summary : Although many people have regarded agricultural extension programs as one of the most
important devices for agricultural development for a long time, in reality its potential has not been
fulﬁlled, especially in the African continent. To counter this situation, a new program has begun in
several African countries, namely SAFE (Sasakawa Africa Fund for Extension Education) Program.
In this study, special focus is placed on Ghana and Ethiopia, in order to understand the e#ects of this
program. The information is gathered through related literature reviews and interviews with
graduates. The analysis results show that one of the most important e#ects is developing an attitude
of AWARENESS, not only for trainees of this program, but also for farmers, which is brought about
through the program’s unique educational content and methods, including the Supervised Enterprise
Project known as SEP.
Key words : Africa, Ethiopia, Ghana, SAFE Program, Agricultural Extension Education
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